
 

ISO の気候変動に対する取組みの経緯及び対応について 

今回の規格改訂の背景を理解していただくために SDGs、パリ協定、ロンドン宣言の情報も提供します。（木下） 

 

気候変動について、私たちの生活にも影響が出ています。例えば、気温の上昇・熱中症・海洋温暖化・海面
上昇・猛烈な台風・ゲリラ豪雨・干ばつ・海流の変化・生物種の生息域の変化、喪失…など多くの問題があり
ます。温室効果ガス（CO2 等）の増加による“地球温暖化”は、今や“地球沸騰化”と表される程の緊急事態になっ
ています。世界的に対策に取り組んでいますが、気温の上昇は加速しているのが現状です。 

温室効果ガス（CO2 等）を出さないために私たちは個人レベルで何をすれば良いのでしょうか。取り組
むべきことは知識として知っていても行動が伴っていないこともあるかもしれません。このように個人レベル
での徹底が難しい活動について、少し規模を大きくして管理する対象を「組織」とします。各個人が所属する
「組織」が今すぐにできることとして ISO（国際標準化機構）が行動を起こしたのです。 

ISO は、2024 年 2 月に国際規格の改訂を行いました（詳細は別紙 IAF/ISO 共同コミュニケ参照）。気候変動
への対策として地球規模での国連の取り組みが緊急課題となっているため、ISO も協力することとなったので
す。マネジメントシステムの仕組みとしてのチカラを最大限に活用し、気候変動への取り組みを「組織の課
題」として取り組んでいくことになりました。あらゆる組織にとって気候変動を身近な課題として認識してい
ただき、組織の活動として改善に取り組む時機となったのです。 

SDGs(持続可能な開発目標)は、2015 年 9 月に国連サミットにおいて採択され、翌年 1 月 1 日に個人
及び組織のための目標として発効されました。2030 年までに地球規模で達成すべき 17 の目標（Goals）が設定
されています。目標達成のための仕組みには環境マネジメントシステム（ISO14001 等）の活用が推奨されてい
ます。この SDGs の前身には 2015 年までの取り組みとして MDGs（ミレニアム持続可能開発目標）がありま
した。MDGs の後、2030 年までの取り組みとして SDGs が設定され、13 番目に“気候変動に具体的な対策を”
という目標が設定されています。しかし、2030 年までの数値目標を達成することが難しい状況なのです。 

          



パリ協定 2015 年に COP21 で採択され、2016 年に発行された国連気候変動枠組条約の下での気候変動へ
の取り組みに関する国際的な枠組みです。SDGs は目標であり、パリ協定は国際条約です。1997 年京都議定書
では先進国のみの温室効果ガス削減目標が示されましたが、パリ協定では先進国・途上国関係なくすべての国
が対象となり、地球規規模での取り組みとなったのです。 

 

 
 
 

ロンドン宣言 2021 年 9 月にロンドンにて開催された ISO 総会にて、ISO 気候変動委員会によって提起さ
れました。ロンドン宣言は 165 カ国の ISO 代表によって承認され、ISO 規格の改訂を通じて気候変動対策への
アプローチを行い、ネットゼロ（温室効果ガスの排出除去バランス±ゼロ）を達成するための国際的な取り組
みを推進していくことが宣言されました。ISO は気候変動対策において、国連との協力姿勢を示したのです。 

規格への反映など緊急性が高い要因として、気候変動目標を達成できている組織は 25％未満であり、2030 年の
気候変動目標を達成できないという調査結果が出ていました。 

 

ロンドン宣言には次のように記載されています。 

“ISO hereby commits to work with its members, stakeholders and partners to ensure that ISO International 
Standards and publications accelerate the successful achievement of the Paris Agreement, the United 
Nations Sustainable Development Goals and the United Nations Call for Action on Adaptation and 
Resilience.” 

「ISO はここに、そのメンバー、利害関係者及びパートナーと協力して、ISO の国際規格及び出版物がパリ協
定、国連の持続可能な開発目標及び国連の適応とレジリエンスに関する行動の呼びかけの成功を加速すること
を確実にすることを約束する。 

 

ISO の関連サイトへのリンク  
 

MS 規格への気候変動対策追補改訂 
ロンドン宣言を経て、2024 年 2 月 22 日 IAF/ISO 共同コミュニケ（声明書）が発行されました。追補改訂版は
2 月 23 日に発行され、移行期間なく迅速に対応することが求められています。これは気候変動問題の重要性・
緊急性を示しています。受審組織は、改訂内容に沿って 4.1 及び 4.2 項の課題の見直しを行い、気候変動に関す
る追加の課題や期待・ニーズの有無を明確にしなければなりません。また、外部・内部審査員は ISO が気候変
動に取り組む意図を理解し、審査に臨まなければなりません。具体的には、IAF/ISO 共同コミュニケ記載の内
容を理解してください。4.1 及び 4.2 についての改訂内容・意図を受審組織に説明し、気候変動への取り組みに
寄与する活動となっているかどうかを確認しなければなりません。状況によって、ISO 審査員は指摘を出すこ
とで気候変動への寄与を行います。弊社審査員には審査員説明会及び技術資料にて見解を統一します。 
次頁の IAF/ISO 共同コミュニケの内容・変更の意図をご確認願います。 



IAF/ISO 共同コミュニケ 

 

別紙 
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